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  今年が第 2 回の「戸沢サミット」が、8 月 24 日（日）と 25 日（月）の 2 日間、山形県 

新庄市で開催されました。当史談会から 32 名が参加しました（昨年は 34 名）。また雫石 

町当局からは深谷政光町長をはじめ石亀貢町議会議長、高橋芳美社会教育課長、柴田慈幸 

社会教育課(文化財担当)主任の 4 名が出席、サミット会場で合流しました。 

 当史談会の参加者は、24 日朝 8 時過ぎに大型バスで雫石町を出発、沢内、湯田ＩＣ、秋 

田道の湯沢ＩＣ経由で 11 時過ぎに新庄市に入りました。 

              ◆ 

 新庄市ではまず、国道 13 号線沿いにある戸沢氏の菩 

提寺瑞雲院を訪ねました。本堂裏の位牌堂で歴代藩主ら 

の大きくて立派な御位牌を拝観、続いて歴代藩主を祀る 

６棟の霊廟(れいびょう・写真右)を見学しました。この 

墓所には新庄での１１代にわたる藩主のうち２代正誠 

(まさのぶ)をのぞく 10 人の藩主が葬られています。御 

霊屋(おたまや）と呼ばれる６棟の廟には１棟に１～２名の藩主と正室、側室、子どもらの 

墓碑が納められていました。６棟はいずれも萱葺きで総欅(けやき）造りの立派なもので墓 
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⅓⁸Ǯ σǜȓȅǞǦƳ►ֲ ̝ǒȐ  Ǔ֓қǞȅǞǦƳ׀32

 ►̝ǮǶȳɝɁɆǲֻȖǢǭ► ǵː ǯƼ ⅓ː ƽǯǵ ǵ Ʋ 

̈ὤ ǵƼ ᾌ(ǑȚȆȎǍǟ)ὤƽǯ► ǵƼⱣ ƽǵ᷂׀ǯǵ

ǲǫǋǭȉἶǽר ̝ș ὑǠȒǱǰ֝ȑ ȆȅǞǦƳ 

 ►̝ǵʺ ˗ ǵʝǫĝ ȳɝɁɆ֓қĞș ǞȅǠƳ 

新庄市ホテルニューグランド

のサミット会場で（8・24） 
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所全体が国指定史跡となっています。参加者の皆さんは「位牌、墓碑のいずれも大名らし 

く立派で御霊屋の雰囲気も荘厳。改めて戸沢氏の偉大な歴史を感じた。」と感銘を受けてい 

ました。 

               ◆ 

 昼食は、新庄市の東南にある最上町瀬見温泉の老舗旅館「喜至 

楼」でとり、食後には地元のボランティアガイドの案内で館内を 

見学しました。安政年間(1850 年代)創業の喜至楼では藩政時代に 

財をなした旅館の歴代当主が増築を重ねており迷路のような間取 

りが特徴的でした。このため時代ごとのさまざまな建築技術を見 

ることができ関心を集めていました。また、さまざまなコレクシ 

ョンも展示されていて参加者は興味深そうに見入っていました。 

     新庄「亀綾織」の歴史と技法について研修 

 午後は、新庄市の中心街にある新庄亀綾織(かめあやおり)伝承協会の「機織り長屋」を訪 

ね、文政 13（1830）年に９代藩主正胤(まさたね）が藩の特産品とするために上州(群馬県) 

から技術者を招いて始めたという同織の歴史や製法などについて伝承協会の方からお話を 

お聞きしました。参加女性の方々は実際に高機(たかばた)に触れてみながら亀綾織の手法 

などを教えてもらっていました。 

 ₈o ₉≤ ─₈ ₉≤─ ⌐≈™≡│ Ɑכ☺⌐ ⇔╕∆⁹x  

     ȳɝɁɆǲ ͜ Ʋ⁸ Ȑ 150˲Ǔїₐ 

 夕刻 4 時から市内のホテルのホールで行われたサミットには、サミット構成自治体【茨 

城高萩市、同小美玉市、秋田県仙北市、山形県新庄市、岩 

手県雫石町の４県５市町】の首長と教育長ほか関係職員、 

当史談会員、さらには新庄市民ら合わせて１5０人が出席 

しました。歴史愛好の団体での参加は前回高萩サミットと 

同様に当史談会だけでした。 

式典では、主催者の山尾順紀新庄市長が歓迎と開催意義 

を込めてあいさつ。続いて戸沢家 15 代当主戸沢充氏が＜戸 

写真上・新庄市長     沢氏顕彰＞への感謝の言葉を述べました。さらに構成自治 

 体の紹介と各首長のあいさつが続き、当町の深谷政光町長もサミット開催趣旨への賛同の 

 あいさつを行いました。 

      市教育長が₈ ≤ ₉と題して講演 

 式典に続いて新庄市の教育長和田守功（もりのり）氏が「藩主戸沢氏と新庄」と題して講演。 

和田教育長は「①藩祖政盛公が築いた隆盛期」「②外から見た新庄の印象」「③新庄領の疲弊」「④ 

戸沢氏が遺してくれた元気の源」の 4 項目にわたって、新庄の町づくり 390 年の歴史をひもときま 

した。①では出身地の出羽に戻った政盛が新庄の地で藩政の確立に励んだことを、②では戊辰戦争 

で炎上落城した新庄城のことやその 10 年後に訪れたイギリスの女性旅行家イザベラ・バードが見た 

新庄の町の疲弊した様子などを話しました。さらに③では藩政時代に打ち続いた飢きん、特に宝暦 

５（1755）年の飢きんの惨状を話し、その翌年藩主正諶（まさのぶ）が「こういう時だからこそ」 

と領民を励ますために天満宮の新祭を始めた。これが新庄まつりの起源とされる、と解説。④で、 

この「新庄まつり」こそが、長い新庄の町の隆盛と苦難の歴史の中で一貫して領民、市民に元気を 

与えてきたと話し、これが「新庄まつり」が世直しの祭りとして領民に支持され長く続けられてい 

る所以である、と結び、歴代藩主の領民への思いやりと功績をたたえました。 
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       ◘Ⱶ♇♩│ ≢Ν⁸∕⇔≡ │ ≢  

 講演に引き続いて、来年の開催地秋田県仙北市への引き継ぎ式が行われ、山尾新庄市長 

から仙北市の門脇光浩市長にサミットのシンボルである幟(のぼり)が引き継がれました。 

      ͜ ̝ ►̝ ʣ 

  サミット終了後の午後５時から、構成団体や来賓など関係者の懇親会が同ホテルで開催 

されました。懇親会の冒頭で、当滴石史談会が企画・準備した「二代目兼盛、戸沢氏隆盛 

の地新庄に立つ」と題したアトラクション(寸劇・下の写真）が上演されました。これは 

＜戸沢氏発祥の地雫石＞をアッピールするため、昨年の高萩会場でのＤＶＤ映像「戸沢氏 

発祥の地雫石」に引き続いて企画したものです。 

№╠∆∂│――戸沢兼盛と野菊、そしてお付きの武将の三人が 800 年の時を超えて、戸 

沢サミット会場に姿を現す。兼盛が歴代の藩主たちを誉めたたえ＜この栄華は、我らが遠 

き祖であるかもしれない平泉の藤原三代が追い求めた【戦のない世界】、【民人とともに歩 

む政治】を歴代の方々も心掛けてきたから 

こそ得られたものであろう。＞と語り、一幅 

の掛け軸を広げる。そこには「経世済民」と 

書かれている。兼盛は、この言葉は父である 

初代衡盛(ひらもり)の遺訓だと話し、出席のサ 

ミット首長の皆さんに贈りたい、と語る。 

最後に野菊が「このサミットも来年は仙北 

市、再来年は雫石での開催となる。ぜひ皆様 

おいでください。ではそれまでみなさまごき 

げんよう、さようなら。」とあいさつをして 

 終わる。――≤™℮☻♩⁹∆≢כꜞכ 

兼盛役は雫石町役場職員で町民劇場のベテラン俳優の高橋俊則さん、野菊役は俊則さん 

の妻、泰子さん。ともに当史談会がこの日のために養成して同行した“役者”です。お付 

きの武将役は当会会員の高橋秋夫氏（戸沢）でした。甲冑や采女衣装は角館町のお祭り専 

用貸衣装屋さんから借り上げた本格的なもの。三人とも台本どおりのセリフと動きを見せ、 

懇親会場の出席者から拍手喝さいを浴びていました。＜雫石サミット＞のＰＲを兼ねた見 

事な演技に出席した町関係者も鼻高々だったようです。 

↓─ │ ┤╢↕≤ ─ ⌐ ↕╣≡™╢╙─≢∆⁹  

                 ◆ 

一行はこの夜、市内の目抜き通りで行われた日本一の山車(新庄まつりでは「やたい」と呼 

びます）行列の新庄まつりを楽しみました。人 

口３万９千人の新庄市のこの祭り、３日間の人 

出が 35 万人というから驚きです。実際、沿道 

は人垣で身動きが取れない状態。当会からの参 

加者は次々と繰り出す豪華な山車と人出に圧 

倒されながらも、まつりを堪能した様子でした。 

 この日の宿舎は、新庄市内からバスで西に 

40 分ほど走った先の羽根沢温泉「紅葉館」。 

旅館の心づくしの山形名物＜芋煮なべ＞や山菜、 

川魚などの料理に舌鼓を打ちながら、戸沢サミ 

ットと新庄まつりの話に花が咲いていました。   ⅓ȅǫȑǶᶮ ◐ ͦ ӓ ǮǠ 
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２日目の 25 日(月)は朝 8 時 30 分にホテルを出発。9 時過ぎに新庄ふるさと歴史センタ 

 ーに到着。研修予定時間まで時間があったので、そこから 

 徒歩で１分の戸沢神社参拝へ向かいました。折しも大名行 

列が神社を出発するところに遭遇。藩政時代さながらの家 

臣団や奴さんの行進を見ることができ一同大感激でした。 
 

その後参加者全員で戸沢神社に参拝しました。神社はか 

つての新庄城（平城）跡に建っており、回りを幅広く満々 

と水をたたえた大きな堀に囲まれた境内には、立派な拝殿、 

社務所、参集殿が並び、ここでも戸沢氏、そして新庄の人 

人の大きな力を感じました。 

 

 ǼȒǜǯ ֲȹɱȽɶǮƼ ᾌ ƽǵ ʹ  

 ふるさと歴史センターに戻って、午前 10 時からは今回の研修の特別テーマの一つであ 

る戸沢氏の譜代の家臣「隠明寺(おんみょうじ)氏」の出自について学びました。 

               ✿ 

  そもそも、この研修テーマは₈ ⌐ ∆╢⁸ ₈ ⅔╪╖╞℮∂  

₉│⁸ ─ ⅛╠─ 1206 ⌐ ⇔√ 17 ─└≤╡≢№ 

╢ ( くろうど) ─ ≢№╢⅛₉という探究心から始まったものです。 

               ◆ 

この日は、新庄古文書の会事務局長の大場英一（先代隠明寺家当主 故憲夫氏の姉のご長男） 

様のご手配により「隠明寺家の歴史を探る」と題 

した研修の場を設けていただきました。 

新庄側から出席したのは、大場氏と新庄古文書 

の会伊藤善一会長様、隠明寺家ご当主恒久様、講 

師は最上地域史研究会会長の大友義助氏（元県立 

博物館長・左写真の手前・背中）の 4 名でした。 

大友氏は、冒頭「戸沢氏」の隆盛について蘊蓄（う 

んちく）を傾けられた後、次いで、新庄図館発行の 

「郷土資料叢書」第 16 輯 新庄藩系図書（二）に 
 

 

ⱱ♥ꜟ

⌐ ≢

╩ Ɽ ♅

ꜞ  
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基づいて隠明寺家の出自、家系についてお話しくださいました。 

                  ✿ 

  この史料では、隠明寺家は当初、南部領内白岩に居城したので「白岩遠江守」を名乗り、 

 その後、治安（じあん）三（1023）年、南部滴石郷隠明寺に居城したので「隠明寺」と 

改称したとされています。 

  この点について、大友氏は「この資料を信ずるほかはない」とした上で、「その後の隠明 

寺氏の足跡は、仙北市の「神代周辺」にも残っており、1020年代と年代も近く、南部雫石 

～羽州玉川に移った兼盛とともに、仙北郡周辺で行動を共にした可能性がある。いずれ隠 

明寺家は、その後も、戸沢家に家臣として仕え、高岡、新庄と移っている。まさに譜代の 

家臣である。調査時日が短いので、断言はできないが、南部退転の伝承と併せて考えれば、 

雫石との関わりは実際にあったのではないか」と話された。 

                  ✿ 

  以上のとおり、現時点では断言できませんが、このテーマは興味深い可能性を秘めてい 

るものと思われます。さらに「御明神」の地名は、もともとは「隠明寺」ではなかったの 

かという推理も一部にあり、今後さらに研究をしていく価値がありそうです。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

   

ₒ Ɑכ☺≢ ⇔√ ≤ ≤─ ⌐≈™≡ ─ ≢∆⁹x  
   

雫石町役場農林課が平成１７年１１月に発行した雫石の亀甲織に関する資料「伝承を 

紡ぐ」の中の＜よもやま話＞（29～30 ページ）に雫石の特産「亀甲織」の歴史エピソ 

ードが掲載されており、その中で、かつての「新庄藩主」と「南部(盛岡)藩藩主」の二 

人は織物を通じて交流があったという出来事を書いている。 

 

 

 

 

 

 

 

                        ▲洗練された亀綾織の商品 
 

                     ─  
 
 

そこで、当史談会では、このことについてサミット参加に合わせて、事前に新庄亀綾 

織伝承協会に資料を送り内容を調べてもらっていた。見学当日（24 日）、伝承協会の担 

当職員から「両者については年代的に隔たりが大きく、素材も『麻』と『絹』の違 

いがある。亀綾織とはいうものの、亀甲の織り目が出る織り方ではない。特に亀綾 

織は九代新庄藩主正胤（まさたね）が、現在の群馬県から技術者を招いて藩の特産 

品として奨励した歴史が公然とあり、当時雫石（盛岡藩）との技術交流はなかった 

と思う。」との説明があった。 

このことについて伝承協会では、元山形県立博物館長大友義助氏にも照会した上で了 

解を得た上の判断であるということであった。 
  

以上のとおり、残念ながら現時点では雫石の「亀甲織」と新庄の「亀綾織」との 

間には接点が見いだせない、というのが結論である。 
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   ˹ᶥǵ֓қ  （３２名・敬称略） 

  石塚 クニ子・簗場 武夫・階  新一・階  和助・堀合 則明・荒屋 義通・ 

吉田 ミエ・広瀬 時子・藤村 ハツエₒ ⁸ ₓ 高橋 悦郎・ 

横田 孝志・高橋 正男・吉田 篤司・佐藤 正志・高橋 秋夫・高橋 登美男・ 

高橋 サキ・高橋 カツエ・吉田 栄子・高橋 祐一・山崎  操 ・高橋 茂樹 

ₒ ⁸ ה │ ₓ 上沢田 作実【一般】  大村 昭東・関 敬一 

・赤坂 昌雄・徳田 庄一・諏訪  勉・米沢 邦夫 ₒ ה ₓ  

高橋 俊則・高橋 泰子・松田 奈緒美ₒ ה ☻♃♇ⱨₓ 

   
 

 

 Ƽ ȳɝɁɆ ⅓ƽ֓қ˗ ș ȑ Ǫǭ  
 

 旅行日程の２日間とも天候に恵まれ、行程は事故等もなく順調であった。サミットの式 

典は簡素に行われが伝統の新庄まつりの人出と豪華な山車に圧倒されながら祭り気分は十 

分に満喫できた。藩祖顕彰の戸沢サミットを「市制 65周年記念」と銘打って、それも藩 

主が始めて奨励したとされる新庄まつりに合わせて開催した市長をはじめとする市当局の 

「歴史と伝統を守る」ことへの強い意気込みを感じた。 

このような戸沢サミットに、前回同様、会員と多数の町民が出席して精力的にスケジュ 

ールをこなし、意欲的に研修に励んだことは、主催者側にも好意的に伝わり、「戸沢氏発 

祥の地・雫石」をアッピールすることができたのではないかと思う。同時に、懇親会の場 

面とはいえ、「戸沢氏顕彰・兼盛と野菊のパフォーマンス」を実施できたことは２年後の 

≪雫石サミット≫開催に向けて効果があった。参加者各位に心から感謝申し上げる。 

今回は「事前調査」によって、新庄市の道路事情等を把握するとともに、当会の計画に 

ついて、事前に主催者側と十分打合わせをすることができ円滑な日程進捗につながった。 

 細部を見れば、至らぬ点も多々あったと思うが事業としておおむね良好であったと思う。 

今回、新庄市内での協力者として隠明寺家に連なる大場英一様をお願いでき、大場様も 

まつりの最中にもかかわらず、自宅の留守番役に東京在住の娘さんを呼び寄せてまで当事 

業に献身的にお尽くしいただいたことはとてもありがたいことであった。心から感謝申し 

上げたい。こうしたみんなの力の結集を２年後の雫石サミットにつなげたい。 

（副会長・関 敬一 記） 

  

│ ┤╢↕≤ ₡ ₢╩ ⇔≡ ⇔╕⇔√⁹ 

 
 

 

   8 月 17 日（日）に、秋田県仙北市西木町で行わ 

   ╙      れた戸沢氏祭り（同実行委員会主催）に今年も「戸 

                  沢ふれあいサロン」の皆さんが参加し、当会からも 

 来年は戸沢サミット会場に！  大村会長、関副会長、赤坂事務局長の 3 名が同行させ 

               ていただきました。一行は総勢 20名（戸沢地区の史談会 

              員多数も参加）。旧西木村役場庁舎で恒例により「領民姿」 

 に着替えて、戸沢氏の祈願所だった真山寺での出陣式に臨みました。式の後、騎乗した 

戸沢公（高校生）に従い門屋城跡までの約 1 キロを行進。ここで領民姿の西明寺中学校 

の生徒約 100人と合流してさらに 1 キロ先の祭り会場へ向かいました。来年の仙北市で 

の戸沢サミットは、この「戸沢氏祭り」と関連付けて行う計画だということです。 
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˗ Ḹף 
 

2014  ᶽֲ Ὑș σ  
 
ᶽֲ Ὑ₈ ⌐ ─ ╩√≥╢₉șὕ  

 

雫石町教委と共催による平成２６年度第１回の標記郷土史教室を６月２６日（木）に実 

 施した。この事業は会員だけではなく一般町民も参加できるもので、この日の教室には会 

員８名と町民８名の合計１６名が参加した。 

  今回のテーマは「西木村に戸沢氏の足跡をたどる」。案内人は旧西木村（現仙北市）の 

文化財保護協会長を務めた沼田欣治郎氏にお願いした。移動は町役場のバスであった。 

 雫石を発祥の地とする中世の豪族＜戸沢氏＞が１３世紀初頭に奥州( 現岩手県) での周辺 

地頭との争いを避けて滴石から羽州へ移り住んだとの言い伝えをもとに、移住先とされる 

秋田県仙北市西木町内に残る戸沢氏関連の史跡を訪ねる郷土史教室となった。 

 

今から８００年前、戸沢氏二代目兼盛が奥羽の山越えをして最初に到着したのが仙北市 

田沢湖町の玉川ダムに近い「鳳仙岱（ほうせんたい・宝仙台とも表記）」とされる。今回 

は玉川ダム湖の展望台から遠望した。地図で見ると雫石とずいぶん近い。山越えもうなづ 

ける。次いで西木町に入り桧木内川の最上流部に位置する上戸沢地区にある「戸沢城祉」 

では市教委設置の案内・説明板を見た。「二代目兼盛の居城」とある。 

 

 

 

 

 

                          左；戸沢城跡の案内板に見入る 

                          一行。 

 

 

 
 

この近くには、戸沢兼盛が奥州滴石から羽州へ越える際にお供をした家来１７騎のひと 

りとされる鈴木（鱸と書くことも）治郎兵衛の末裔と称する人が住んでいる。その鈴木甚 

五兵衛家の当主鈴木武治さんと面会した。現在６０歳代後半のご本人は伝承の詳しい内容 

はわからないとのことであった。それでも８００年後まで、そうしたことが言い伝えられ 

ていることはすごいことである。鈴木氏を挟んで当会の大村会長と案内人の沼田氏の三人 

で記念写真を撮った。 

      

 

 

 

 

                       写真中央が鈴木武治氏。 

                        （左・沼田欣治郎氏） 
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その後は桧木内川に沿って下りながら伝説上の古城跡を遠望して回った。城跡の最後は、 

西木町門屋( かどや) に残る門屋城祉。桧木内川の浸食によってできた河岸段丘の上にある。 

資料では 1228年に兼盛が天然の要害を利用して築城、その後角館に進出する 1425年まで 

１１代にわたって居城したとされる戸沢氏の本拠となった城である。現在、本丸跡には三 

嶽（みたけ）神社が鎮座している。 

 

 

 

 

                      

                      ─ │ ─ ╡ ⁹⅛⌂╡ ⌂ ╩ ∫≡

⌐ ⅝≈ↄ⁹ 

 

 

最後は、直接戸沢氏との関連性は薄いが、西明寺字堂村の大国主神社「三七日山(みなぬか 

やま)阿弥陀堂」を拝観した。この阿弥陀堂の由緒は戸沢氏移住と同時期（1260 年代）の「唐 

糸（からいと）」伝説にあるとされる。 

 

 

 

 

 

                      写真；三七日山
み な ぬ か や ま

阿弥陀堂 

 

 

阿弥陀堂の建物と山門及び阿弥陀如来坐像、薬師如来立像、勢至菩薩立像は秋田県文化 

 財の指定を受けており、旧西木村の古い由緒のある御堂である。木造大黒天は仙北市指定 

文化財である。 

同神社の略縁起によると、弘長 2（1262）年、諸国行脚の西明寺入道時頼が、盂蘭盆も過 

ぎた 7 月 20日、堂村にあった古刹に錫をとめられ、薬師堂のただならぬ道場の構え、また、 

古仏の安置されているのを見て一泊される。その翌日、死んだ愛妾＜唐糸の前＞の追福を 

営んで、懇ろに供養を済ませて立ち去ったと伝えられている。 

言い伝えでは、元亀年間（元年は 1570年）、薬師１２神の鋳造のため京都に持って行き、 

その代わりに阿弥陀、薬師、観音の三仏の木像を求めて、これを安置して以来、薬師堂を 

三七日山阿弥陀堂と改称したという。 

さらに明和 7（1770）年堂宇移転再建のとき観音像が勢至像にかわり、阿弥陀如来・薬 

師如来・勢至菩薩の三像が現在に至る、という。 

                  ◆ 

 この日は、案内の沼田欣治郎様のご配慮で阿弥陀堂の堂守の方がお堂を特別に開けて見 

せてくださった。 
 

  西木村郷土誌（旧西木村教育委員会刊）によれば阿弥陀堂本尊は阿弥陀如来で、もとは 

薬師、観音三躯共に木造りであったが、後代観音像の代わりに勢至像が安置されている。 
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この仏像について、藤島亥治郎博士( 注)は、阿弥陀、薬師の二像は、様式上、時代を均し 

 くし、顔容端麗で文様流麗、技巧細緻で桃山時代頃の作であろうとされている。勢至像は 

 顔容衣紋が様式的に前二像と異なり、江戸時代前期の作と鑑定している。( 西木村郷土誌)  

   

 

 

 

 

                  ◆ 

今回の郷土史教室は、見るべき史跡等が多く、また、案内人の沼田欣治郎氏の地元研究 

者ならではのわかりやすい解説により、今はまだ伝説上のこととなっている戸沢氏の「雫 

石発祥～奥羽の山越えによる羽州鳳仙岱、上桧木内戸沢への退転」がやはり事実であった 

のではないかと手ごたえを感じることができるよい機会となった。 

  今後も、このコース及び周辺での歴史学習を続けていく価値はありそうである。 

                          

 

 

                 əɁɆɉɣɶȷ  

                    ῑ ῇᶉ ǵ ֲ 

             木曽御嶽山の突然の噴火で国内の活火山に対する警 

戒が高まっており、「岩手山は大丈夫？」という声も聞 

かれます。岩手山の噴火の歴史を見てみましょう。 

           ◆ 

˹ǵῑ ῇǵ◐Ƕ ʠ₴ѼǲǮǔǦ 
 

岩手山火山は、西側、つまり現在の大松倉山や網張 

温泉側の山体から噴火を続け、次第に東に延びて現在 

の頂上付近の山体が形成されています。 

今から 200万年前、奥羽山脈のあちこちで激しい火山活動が続き、姥倉火山の隣で大噴 

 火があって西岩手火山をつくり、さらに 100万年前に鬼ケ城尾根、屏風尾根ができました。 

 そののち 20万年前に御苗代、御釜火山活動があって、御苗代湖と御釜湖ができました。 

そして１万年前に東端に薬師火山活動（東岩手火山）が起こって薬師岳を積み上げ、御 

 鉢( 外輪山) ができ、さらに妙高火山( 火口丘）が噴出して妙高山ができ、現在の私たちが 

見ている岩手山ができたのです。 

     ̈Ʋ ₴ǵ ǲ ᶥȉǵᶉ  

ה ⅜

─ ⁸ 

⅜ ⁸ ⅜ 

≢№╢⁹ 

（注）藤島亥治郎氏(1899－2002) …… 昭和・平成の建築史家。東京大学名誉教授（工

学部建築学科）。平泉遺跡調査会を創設。中尊寺、四天王寺、法隆寺などの古建築の修

復を手掛けた。昭和 62 年日本建築学会大賞受賞。平成 12 年 103 歳で死去。盛岡市出身。 

 

 ῑ ῇ ῇₑ ι Ằ ῇ  

ʣ ᶉ ῁ ῇ(  

ʣ̂ ˘ ῇ  

̭ ῑ ῇ ῑ

ῇ ֻ ῇ  

西岩手火山 東岩手火山 

http://www.geo.chs.nihon-u.ac.jp/tchiba/1wate/iwate30.jpg
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  今から三百年もむかし、江戸時代の貞享( じょうきょう) ３(1686) 年から享保( きょうほう) ４ 

 (1719)年までの３３年間の間に、岩手山は９４回も噴火しました。 

   （※以下にも述べるが「雫石歳代日記」では天和３(1683)年から噴火が始まっている。） 
 

  その、最初の年の火山噴火活動記録です。 

 貞享３年２月２９日、盛岡地方は曇天で降雪があった。その雪の色は、灰のよ 

うであった。３月１日も、また同じであった。翌２日、ときどき地面が鳴り響い 

て揺れ動くこともあった。北上川の水は白く濁り、魚類や木材が浮かんで流れて 

くるのが見えた。人々は、皆これを怪しんだ。 

 ３日夜になって空は晴れ、岩手山頂に黒い煙がたくさん立ちのぼり、火花が空 

にひらめくのを見て、岩手山が噴火したことを知った。噴火は５日になってやん 

だが、盛岡以西に火山灰が激しく降り、山麓の村は砂や石が飛んできて、民家が壊

れたものもあった。 

 一本木には火山灰が一尺ほど積もり、焼石は姥屋敷まで飛んできた。 

                         Ǆӳ ֲ ǅȏȑ 

 

 貞享３年の大噴火により岩鷲山へ神位を贈ることになり、京都吉田家より「正 

一位岩鷲山権現」と宣旨あり、同年 10月 3 日に盛岡に達せられた。 

 このため、大勝寺( 盛岡) を当山の別当として、寺領 200石を賜り、柳沢付近を 

新田に願い上げ、その百姓を当山の用とした。また、岩鷲山の本宮( 山頂) を「本 

宮」と号し、新たに遥拝所を建立して「新山堂」とした。 

ǄКֲ ȏȑǅ 

 

  ─ ⌂ ─ （南部藩の記録及び「雫石歳代日記」から） 
   

  ○天和３年（1683） ３月３日夜より岩鷲山焼初申候。同年中３６カ所から噴火し 

夜も昼の如し( 雫歳) 。 

○貞享３年（1686） 噴火。多量の火山灰や溶岩が噴き出したり泥流があった。 

   貞享４年（1687） 鳴動、地震、噴火があった。 

  ○元禄２年（1689） 鳴動があった。 

  ○享保４年（1719） 噴火し、中腹より溶岩が流れ出して“焼走り”を造った。（雫歳） 

   享保 13年(1728)  噴火。 

  ○享保 15年(1729)  噴火。６月岩鷲山殊の外焼き申し候（雫歳） 

  ○享保 16年(1730)  12月 24日の晩岩鷲山焼、子の正月 3 日まで 5 カ所より火出。（雫歳） 

  ○大正８年（1919） 噴火活動で大地獄できる。これが「最後の噴火」、となっている。 

   〔火山活動について「雫石町史Ⅰ」にはこの項の内【○印】を付した年の記載しかありません。〕 
 

  ₳ ǲǑǘȒ ῇ Ҳ （雫石データブックから） 

   平成 10（1998）年 3 月初旬から体で感ずるほどの岩手山火山性地震が発生。4 月 29日 

には最大 285回を記録した。 

    同年     10月 岩手山火山防災マップが公表される。 

    同 12(2000)年 2 月 岩手山火山防災訓練（県と合同）が西山公民館で開催される。 

    同 13(2001)年 7 月 岩手山が 2 年ぶりに一部入山規制が緩和される。 

    同 16(2004)年 7 月 同上 6 年ぶりに入山規制が全面解除される。 

    

   岩手山噴火の歴史は上記のとおり。≪大山鳴動≫しても、当時は雫石側にはあまり被 

  害( 影響) はなかったようです（町史記載も少ない）。もちろん油断は禁物ですが…。 
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闕所
けっしょ

 

 

  6 ǵ ֲȳɫɱ  Ǒ˘˲Ǔ ͑ 

  ６月１８日( 水) 午後２時から中央公民館視聴覚室で「６月歴史サロン」を開催しました。 

 この日は、話題提供者として、町教委社会教育課の柴田慈幸主任と会員の高橋與右衛門氏 

 をお願いして、それぞれ≪２６年度における雫石町の文化財保護・保全・振興のための施 

策について≫と≪「闕所( けっしょ) 」の意味と歴史的事象について≫のお話をしていただ 

きました。出席者は会員７名でした。 

                  ✿ 

  町教委の柴田慈幸主任は「２６年度における雫石町の文化財保護・保全・振興のための 

 施策」について、事業は大きく（１）指定文化財等保護事業 （２）埋蔵文化財保護事業 

業 （３）歴史民俗資料館運営普及事業 の３つに分けられると説明しました。 

 この分野で多くの事務事業を展開していますが町民になじみが深いものとして指定文化 

財の公開と記録を行っている「町無形文化財芸能祭」、保存管理に努めている「チョウセン 

アカシジミの観察会」を紹介、さらに、新規として、平成２６年１月で第３５回となった 

「雫石の裸参り」の伝承活動支援に力を入れていくと語りました。 

 また、「文化財の周知、啓発の事業」として、当史談会が参加している＜戸沢サミット＞ 

について再来年は雫石町が会場となることから、今後史談会ともさらに連携して、広く町 

民に知ってもらうことに努めたいと話しました。 
 

 次に「埋蔵文化財保護事業」では、平成 11 

年からこれまで、大きく３次にわたって発掘 

調査が実施されてきた＜小日谷地ⅠＢ遺跡＞ 

に触れ、「これまでに竪穴住居 50棟、貯蔵穴 

（or 落とし穴）200、柱跡 1700～1800カ所を 

発掘した。石器の材料となる黒曜石も出土し 

ている。まぎれもなく当町最大級の縄文遺跡 

だ。」とこれまでの調査の成果を強調。「いよ 

いよ“集大成”の時期を迎えている。」と話し 

ました。 

  さらに「町内下町にある『雫石城本丸跡』も発掘調査をすれば面白い発見があるかもし 

 れない。」と述べるなど文化財の発見、保護と活用に意欲を見せていました。 

  またこの日は「雫石町内指定文化財一覧」をもとに、これまでに指定されている 34件に 

ついて、指定の経緯や現状を興味深いエピソードなども交えながら紹介し、「文化財は町民 

の宝物。皆さんからの情報提供があれば新たに調査ができる。」と協力を呼び掛けました。 
 

 

二人目の話題提供者は会員の高橋與右衛門氏。高橋氏は自ら執筆した「雫 

石町史通史編『甦る雫石郷の歴史』」の中で、「戸沢氏の始祖衡盛が源頼朝か 

ら滴石庄を拝領した、とされる通説は根拠がない。」とし、「南北朝期に出羽 

国西木村に住した和賀氏系( 本堂氏系？) の誰かが『元弘没収地』により『闕 

所』となっていた磐手郡の滴石郷を新給されて入部して拠点とし「戸沢氏」を名乗りとし 

た。」と述べています。（同誌 126ｐ） 
                  ✿ 

 ６月の歴史サロンでは、耳慣れないこの「闕所」という言葉について、高橋氏から教えて 

いただきました。以下、高橋與右衛門氏作成・提供の資料を転記します。 

   資料 ₈ ₉─ ≤ ⌐≈™≡ 

 １「闕所」という言葉の意味（日本史事典―角川版） 

  戦争の敗者や犯罪者の所領や職を没収することであるが、端的には領主がいないか、い 
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なくなった土地、領地( 屋敷) を闕所といった。時代的には平安時代～近世までである。 
 
 江戸時代には、罪科人が町奉行から「所払い」や「一族斬首」などの判決を受けて無主 

無住になった土地を闕所といって、幕府の闕所奉行が処理した。 
 

２ 具体の事例 

（１） 源氏が滅ぶと、執権職であった北条氏に施政権が移行すると、鎌倉時代初期に源頼 

 朝が自分の家臣( 鎌倉御家人と呼ぶ) に領地として宛がった土地を没収し、北条氏の総領( 得 

 宗といった) の直轄地―「得宗領」を増やしたが、この没収された土地が「闕所」である。 
 

（２） 岩手県の具体例は、文治５年の源頼朝と藤原氏の奥州合戦の結果、それまで平泉ひ 

いては陸奥に君臨した藤原氏の広大な領地は、すべて源氏の領地になり、所謂、差配者― 

領主が藤原氏から源氏に変わったことから、この現象も「闕所」である。 

 頼朝は厨川の柵で藤原氏の土地「闕所地」を自分の家臣( 御家人) に恩賞として宛がった。 

『吾妻鏡』によると岩手郡は「工藤小次郎行光」に、志和郡は「河村秀清」、胆沢郡は「葛 

西清重」に宛がわれ、和賀郡は記述が不明だが鎌倉武士として 13世紀前期から「和賀氏」 

の記載があり、早い時期に宛がわれたものと推察できる。 
 
（３） 足利尊氏によって北条氏が滅ぶと、北条氏による武家政権としての「北朝」と後醍 

醐天皇を中心とする朝廷側「南朝」の二政権が両立していた時代が南北朝時代であり、室 

 町時代の前期と平行する。南朝の「後醍醐天皇」が北条氏の家臣たちに、南朝政権に協力 

 するか否かを問いかけ、もし協力しなければ現在の領地を没収すると脅した。これが「朝 

 敵所領没収令」といわれている所以であるが、文書的には確認されていないらしい。 

  これに対抗して北朝側の足利尊氏は「元弘没収地返付令」を発布し、北条氏から宛がわ 

 れた旧領を安堵することとし、北朝側に味方する武将を増やしていったとされている。 
 

 ３ 岩手郡の例―戸沢氏との関わり―岩手県地名辞典（角川版）の記載から 

  先ず、磐手郡の領主を考えた時、11世紀代( 平安時代後期) は安倍氏と清原氏、12世紀 

 代は平泉の藤原氏が領主であったことは歴史的に周知の事実で滴石氏( 戸澤氏) なる人物の 

 存在はあり得ない。――その根拠は戸澤氏系図での記載以外に文献資料が皆無。 

  藤原氏は文治５(1189)年の奥州合戦で源頼朝と戦い滅亡。結果的にその領地の領主は一 

 時的に源頼朝となるが、差配地全域が闕所。「源頼朝」が磐手郡を「工藤小次郎行光」に 

 宛がったことは『吾妻鏡』の記載で明白――鎌倉時代の磐手郡の領主は工藤氏である。 

  南北朝期になると、南朝側が元弘三年に「朝敵所領没収例」を発布し、鎌倉御家人の領 

 地を没収。その結果工藤氏の領地磐手郡の一部が没収――それが「仁王郷三分の二」を後 

 藤基清に給し、さらに、滴石郷に戸澤玄盛が滴石城を構えて北畠顕信を迎え入れたり、そ 

 して現八幡平市平舘地区が八戸南部氏の所領になったりした記録から、工藤氏の領地であ 

った磐手郡の一部が南朝側政権に没収され闕所となった結果、新領主が誕生したことが、 

工藤氏の領地磐手郡の一部が没収されたことを証明している。 

 

   ̊ Ƽ ֲȳɫɱƽǶ ǵ ֻǲȏȑ σǞǭǑȑȅǢȚƳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ǉǯǓǔ…… 会報第３０号をようやくお手元にお届けいたします。７月発行の予定でし 

たが遅れに遅れてしまいました。申し訳ございません。非力を恥じております。当会のホ 

ームページを見ておられる町民の方からは「戸沢サミットの結果を知りたいが会報が出て 

いない。次号はいつ出るのか。」との指摘を受けました。これにはびっくりするやら、見て 

いる人がいるという喜びも感じましたが、やっぱり「冷や汗三斗」の思いでした。 

 ６～８月は当会関連の行事が多く今号は１２Ｐ建てとなり「戸沢サミット in 新庄」 
の報告が主です。どうぞごらんください。次号（31号）は、７月の北浦史談会との 
交歓会や町教委との共催による第２回郷土史教室（11月 5 日）の特集です。（編集者; Ｓ） 


